
【結果】 

 血清中に含まれるHumanのγグロブリンやアルブミンなど主要な蛋白質を確認することが出来た。 

 しかし、血清中の蛋白質の存在量には大きな隔たりがあるため、そのまま全血清の泳道を行って

も、存在量の少ない蛋白質の確認が非常に困難となる。 

 そこで、存在量の多い蛋白質を除去するようなキットを用いると効果的であると思われる。 

 

図 1．人血清蛋白質の 2次元電気泳動図（pIは３～１１である。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．主要な蛋白質を除去した人血清蛋白質の 2次元電気泳動図 
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